
当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず

本取扱説明書をお読みください。誤った使いかたをする

と、事故を引き起こすおそれがあります。

お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。

STK29P





 
 
 
はじめに 

 この取扱説明書は、『ポット土入れ機 STK29P』の取扱方法と使用上の注意事項につ

いて記載してあります。ご使用の前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読

みの上、正しくお取扱いただき最良の状態でご使用ください。 

 お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。 

 製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しくだ

さい。 

 この取扱説明書を紛失または損傷された場合、速やかに当社にご注文ください。 

 なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。そ

の際には、本書の内容及び写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合

がありますので、ご了承ください。 

 ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただきましたお店、

またはお近くの特約店・販売店・ＪＡにご相談ください。 

   印付きの下記マークは、安全上特に重要な項目ですので、必ずお守りください。 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険

性がある物を示します。 
その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるも

のを示します。 
 この取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント「安全に作

業をするために」を記載してあります。ご使用前に必ずお読みください 

 

 

 

 

ポット土入れ機ＳＴＫ29Ｐを 
お買い上げいただき、ありがとうございます。 

警告 
注意 
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1. 安全に作業をするために 
ここに記載されている注意事項を守らないと、 
死亡を含む障害や事故、機械の破損が生じるおそれがあります。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

  電機部品・コードを必ず点検する 

配線コードが他の部品に接触していないか、被覆のはがれや 

接触部のゆるみがないかを毎日作業前に点検してください。 

【守らないと】 
ショートして、火災事故を起こすおそれがあります。 

   警告 

  子供を近づけない 

子供には充分注意し、近づけないようにしてください。 

【守らないと】 
障害事故を引き起こすおそれがあります。 

   警告 

  濡れた手で差込みプラグを差込んだり抜いたりしない 

【守らないと】 
感電事故のおそれがあります。 

   警告 

  ２人以上で作業をする時は、 

お互いに合図しながら機械を始動する 

【守らないと】 
思わぬ事故になることがあります。 

   警告 
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  点検・整備時には必ず電源を 

「OFF」にし、差込みプラグを抜く 
点検・整備は、必ず電源スイッチを「OFF」にし、 
差込みプラグを抜いてから行ってください。 

【守らないと】 
思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。 

   警告 

  こんな時は作業しない 

 過労・病気・薬物の影響、その他の理由により作業に集中 
できないとき。 

 酒を飲んだとき。 
 妊娠しているとき。 
 18 才未満の人。 

   注意 

  使用前に取扱説明書を必ず読む 

使用前に取扱説明書をよく読んで、安全で正しい作業をして 

ください。 

【守らないと】 
傷害事故や機械の破損を引き起こします。 

   注意 

  作業に適した服装をする 

はちまき・首巻き・腰タオルは禁止です。 
作業に適した、だぶつきの無い服装をしてください。 

【守らないと】 
機械に巻き込まれたりするおそれがあります。 

   注意 

  点検・整備を行う 

機械を使用する前と後には必ず点検・整備をしてください。 

【守らないと】 
事故・ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

   注意 
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  電源は単相交流１００Ｖ専用コンセントに接続する 

また、タコ足配線はおやめください。 

【守らないと】 
火災事故の原因となります。 

   注意 

  作業中停電した場合は、必ず電源スイッチ 

  を切る 

【守らないと】 
通電時、急にまわりだし、思わぬ傷害事故を起こします。 

   注意 

  作業を中断・終了した場合は、 

必ず電源を「OFF」にする 

【守らないと】 
ショートして、火災の原因になることがあります。 

   注意 

  カバー類は必ず取付ける 

点検・整備などで取り外したカバー類は、必ず取付けて 
ください。 

【守らないと】 
機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

   注意 

  機械を他人に貸す時は、取扱い方法を 

説明する 

取扱い方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず 
読むように指導してください。 

【守らないと】 
傷害事故や、機械の破損をまねくおそれがあります。 

   注意 
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  電機部品には絶対に水をかけない 
【守らないと】 
事故・ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 
 

   注意 

  後始末を忘れずにする 
長時間使用しない時は、差込みプラグをコンセントから 
抜いてください。 

【守らないと】 
火災事故や、感電故障をまねくおそれがあります。 

   注意 

  機械の改造をしない 
純正部品や指定以外のアタッチメントを取付けないでください。 
また、改造はしないでください。 

【守らないと】 
事故・ケガ、機械の故障をまねくおそれがあります。 

   注意 
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2. 安全銘板の貼り付け位置 
安全に作業をしていただくために安全銘板の貼り付け位置を示したものです。 
安全銘板は常に汚れや破損のないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しい物

に貼り直してください。 
   
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紛失または破損された場合には、当社へ下記の表を参考にご注文ください。 
 

No 部品番号 部品名称 
（1） 00992－40110 注意ラベル CL-8 
（2） 00992－40120 注意ラベル CL-9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紛失または破損された場合には、当社へ下記の表を参考にご注文ください。 
 

No 部品番号 部品名称 
（3） 00992－40020 注意ラベル CL-1 

 

(1) (2) 

(3) 
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紛失または破損された場合には、当社へ下記の表を参考にご注文ください。 

 
No 部品番号 部品名称 

（4） 00992－40120 注意ラベル CL-9 
（5） 00992－40040 注意ラベル CL-3 
（6） 00992－40080 警告ラベル WL-3 
（7） 00992－40420 警告ラベル WL-24 

 
 
 
 
 
 

3. 本製品の使用目的について 
本製品は、ポット・セルトレーへの土入れ作業機としてご使用ください。 
目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。 

（7） 

（6） 

（4） 
（5） 
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4. 各部の名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホッパー 

ガイド板 

延長口 

回収装置 

供給コンベア 

ミニコン 

オートセンサー 

操作ボックス 

回転ブラシ 

ジョイントカバー 

供給受口 

ミニコン 
スイッチ 

供給コンベア 
スイッチ 

ベルト張り金具 

安全ワク 

コンベアベルト 

シャッター 
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5. 仕様 
 

型 式       STK29P 

機 体 寸 法 

全 長 2,300 ㎜ 

全 幅 1,980 ㎜ 

全 高 1,760 ㎜ 

重 量       232kg 

動 力       

搬 送    30W(ブラシレスモーター) 

回収コンベア 25W(ギヤードモーター) 

ミニコン 90W(ギヤードモーター) 

供給コンベア  40W(ギヤードモーター)  

土 均 し 方 法 回転ブラシ式(20mm～160mm まで調節可) 

適 用 トレー 幅 280～400mm 

供給ホッパー容量 90  

 能 力(50Hz,60Hz)                  100～250 トレー／時 

 

☆ 能力は、ポット及びトレーのサイズによって異なります。 

（9cm ポット、PT トレーを基準として能力表示をしています。） 

 

☆ 本機は、別売りの仕切り板、カゴトレー、ポッティングトレー(PT トレー)、 

  水稲用育苗箱が必要です。 

   (仕切り板および仕切り蓋は、用途に合わせて製作いたします。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（1）脚は2段階で調節する事ができます。

　　作業状態に合わせて、調節してください。

　※工場出荷状態は一番低い状態にて組付けてあります。

（2）調節脚のバネヒラ組込六角ボルト（Ｍ6×16）の2か所
　　
　　を緩め、オビナットと一体のまま所定の位置に移動し
　　
　　長穴部左側に寄せてから確実に締付けてください。
　　
　　（4か所）

2

6 ・ 3
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6.1

6.2

6.3

　回転ブラシの上下調節にハンドルを使います。ハンド

ルは、ノブナットのついている方に取り付けます。(右側

）。ご希望により左側へ付けたいときは、ノブナットの

付いている固定シャフトを反対向きに組替えることで可能

です。

バネ平
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6.4  ミニコン車輪の組立 
 

ミニコン本体へ写真のように車輪、

ヒラザガネ、Ｒピンの順に組付けて

ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6.5  回収装置車輪の組立 
 

回収装置へ写真のように車輪、ヒラザガ

ネ、Ｒピンの順に組付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.6  回収装置の据え付け 
 
 

(1) 車輪軸にフックを引っ掛けるようにの

せて、回収装置をミニコン本体にセッ

トしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車輪 ヒラザガネ 

R ピン 

車輪軸 

 

車輪 ヒラザガネ 

R ピン 

フック 
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(2) リンクアームを写真のように組付け、

それぞれカラーとヒラザガネを入れＲ

ピンで固定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.7  供給コンベアの据え付け 
 
(1) 供給受口をバネ平組込六角ボルトと座金付ナットにて組付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 供給受口の受パイプに、供給コンベアのフックが引っかかるように連結してください。 
 

（注意）取付け後、ミニコン・供給コンベアにぐらつきがない事を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンクアーム 

カラー 

R ピン 
ヒラザガネ 

R ピン 

供給受口 

受けパイプ 

フック 
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(3) ジョイントカバーを化粧ネジにて組付けてください。 

 

ミニコンと供給コンベアの水平が出ていない場合、ミニコンと供給コンベアの連結

部上側にスキマがあき、ジョイントカバーの組付けができません。必ず、水平を出し

てから組付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8  本機の据え付け 
 

 写真のように、ミニコン・供給コンベア・本機を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高さ調節ボルトにて、全体が水平になるよう配置します。 

 

補助ホッパー 
延長口 

供給コンベア 

ミニコン 

回収装置 高さ調節ボルト 
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6.9  ミニコン延長口の組立 
ミニコンを播種機にセットしたら、排出口が目的の方向になるように、延長口を

化粧ネジにて組付けてください。 

 

 

 

 

7. 運転前の準備／調節 
7.1  運転前の準備 
（1）水稲用育苗箱 

育苗箱を利用する場合は、同じ種類のもので「ソリ」「ネジレ」のない箱をお使い

ください 

箱の高さを合わせてください。 

☆仕切り板Ａ（φ75-4×9）は、必ず箱の中へ入ることを確認してください。 

 

（2）カゴトレー、ポッティングトレー 

カゴトレーの種類は沢山あります。仕切板のサイズと合うことを確認してくださ

い。同じような形状でも仕切板が入るものと、入らないものがありますので注意し

てください。 

ポッティングトレー（PT トレー)を利用すると仕切板は不要となります。 

 

 

 

 



（1）各スイッチをOFFにして、駆動部から出ているコードプラグを単相100Vの電源に差込
　　
　　んでください。
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ご利用ください。

実際に仕切板と組合せてご確認ください。

ください。

ご注意ください。

7.2

各スイッチをＯＦＦにして、操作ボックスから出ているコードプラグを単相100Ｖの

電源に差込んでください。



（１）床土の供給は、供給コンベアのスイッチを『ＯＮ』、ミニコンのスイッチを『ＯＮ』にし、

　　本機操作ボックスの [ミニコン] スイッチを『ＯＮ』にすることで供給が始まります。

　　（本機操作ボックスの「ミニコン」スイッチのみで、ミニコンと供給コンベアが同時に起動停止します）

　　
（2）床土量の調節は、供給コンベアのシャッター開閉により調節します。

　　微調整は搬送速度を変えることで対応することもできます。
　　　
　　　

　操作ボックス上の搬送部のダイヤルを回して

行います。数値は、『38～100』で表示されます。

搬送速度に対しての“％表示”をしています。

床土供給量との関係及び作業形態から適当な

速度にしてください。

(2) ミニコン・供給コンベアから出ている

　　コードを操作ボックスの「ミニコン」

　　「供給コンベア」のコンセントへ

　　それぞれコードプラグを差し込んで

　　ください。
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最大搬送速度に対しての"％表示"をして

います。床土供給量との関係及び作業形態

から適当な速度に調節してください。

してください。(４ヶ所）

7.3

7.4

7.5



 　注）落下しない様確実に！　

- 18 -

7.6

(3) 作業するセルトレーまたは、PTトレー

　　　などを土ナラシＶ板と回転ブラシの

　　　下にいれます。

(4) ハンドルを掴み、ノブナット（Ｖ板、

　　回転ブラシ用）を緩め、回転ブラシを

　　ゆっくり下げていくと、土ナラシＶ板

　　がトレー上面に接触します。この時の

　　位置が「スリ切り」状態となります。

　　リフト板に貼ってある目盛を記録して

　　おきます。

(1) ご使用するトレーをＶ板の下に入れます。 

(2) 土飛散防止のサイドカバーを外します。

(3) 上下ハンドルを掴み、ノブナット(Ｖ板、　　

　　回転ブラシ用）を緩めます。

(4) 上下ハンドルを回しＶ板をトレー上面に

　　載せます。　

　  ノブナット（Ｖ板、回転ブラシ用）は

　　まだ固定しません。
　　

(5) 上下ハンドルを掴み、ノブナット（Ｖ板

　　上下調節用）を緩めます。

(6) 上下ハンドルを回しリフト板と回転ブラシ

　　を必要な分だけ上げ下げしノブナット（Ｖ

　　板上下調節用）を固定します。上下量は

　　リフト板の目盛りを参考にします。

　

回転ブラシで土のかきとりを「スリ切り」より深くしたいときや、Ｖ板の高さを

任意に上下調節したいときは、以下の手順でＶ板と回転ブラシの段差を調節します。

(1) ご使用するトレーをＶ板および回転ブラシの下にいれます。

(2) 上下ハンドルを掴み、ノブナット(Ｖ板、回転ブラシ用）を緩めます。

(3) 上下ハンドルを回し回転ブラシがトレー上面に接する高さに調節しノブナットで
 
    固定します。（「スリ切り」の状態）

　　出荷状態では、このときＶ板がトレー上面より約3mm高い位置となります。

　　Ｖ板高さがトレー上面に接触している場合は、トレーの引っ掛かりなどの

　　トラブルが発生します。下記の調節をおこなってください。

リフト板
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7・7

ノブナットを緩めるときは、ハンドルを必ず握っていてください。リフト板全体が落下し

ハンドルが空転しますのでご注意ください。

(8) 土飛散防止のサイドカバーを取付け、調節作業は終了となります。
　　

7.7

(7) Ｖ板はトレー上面に接触した状態に

　　なっていますので、上下ハンドルで

　　回転ブラシを上げ、ご希望の高さに

　　合わせてノブナット（Ｖ板、回転ブ

　　ラシ用）をしっかり固定します。

　（Ｖ板とトレーの隙間は3mmが推奨値です。

　　使用状況に合わせて調節してください。）

出荷状態に戻す方法

(1) ノブナット(Ｖ板上下調節用）を緩め、Ｖ板を長穴最下点にします。

(2) トレーをＶ板の下に入れます。

　　上下ハンドルを掴み、ノブナット（Ｖ板、回転ブラシ用）を緩めます。

　　上下ハンドルでＶ板がトレー上面に接する高さに合わせます。

(3) Ｖ板がトレー上面に載ったまま(2)の位置から3mm（リフト板の目盛りを利用）

　　リフト板と回転ブラシを下げ、ノブナット（Ｖ板上下調節用）を固定します。　　　　　　　　　　　　　　

3mm
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7.8  ミニコン排出口の振り巾、振り位置の調節 
調節を行うときは、ミニコン電源を『ＯＦＦ』にしてください。 

指などを挟み大けがをする恐れがあります。必ず守ってください。 

 

(1) 振り巾の調節 

ロッドの止め位置を変更することで振り巾を変更することができます。 

 

 

 

 

緩めるときは、排出口が自重で落ちてきます。 

手などを挟みケガをする恐れがありますので 

必ず排出口を押えた状態で作業をおこなってくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支点を遠く（長く）すると振り巾は小さく、支点を近く（短く）すると振り巾が大きく

なります。 

 

(2) 振り位置の調節 

   ロッド長を変更することで、振り位置を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

裏面のナットを緩めて調節します。 

カバーを外して作業します。 

ロッド（長さ調節式） 

注意 
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        振り位置がミニコンから離れる方向に移動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

手順 2. 
ロックナット（右ねじ）を

緩めます 

手順 1. 
ロックナット（左ねじ）を

緩めます 

手順 3. 
ロッド棒を回すことで長

さが変更できます 

ロッドが短いときの最右点 

手順 4. 
調節が完了したら、２つのロックナ

ットで固定します 

ロッドを長くしたときの最右点 
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8. 作業方法 
(1) 操作ボックスの「搬送」スイッチ、「ミニコン」スイッチが『OFF』の状態で電源コ

ードプラグを AC100V 電源に差し込んでください。 

 

(2) ミニコン、供給コンベアの電源コードプラグを操作ボックスの「ミニコン」「供給コ

ンベア」コンセントに差し込んでください。 

 

(3) 供給コンベアに床土を投入してください。（ホッパー容量の約 7 割まで） 

 

(4) トレーを搬送コンベア中央に載せてください。 

『7.4 ガイド板の調節』で一方を突き当てるように調節しておくと便利です。 

『7.6 土ナラシ回転ブラシの調節』も使用するトレーに合わせて、予め調節してお

きます。 

 

(5) 「搬送」スイッチを『ＯＮ』にして、トレー先端が土排出部の下部まで送ります。

スイッチを『ＯＦＦ』にします。 

 

(6) 供給コンベアスイッチとミニコンスイッチを『ＯＮ』にします。 

   本機の「ミニコン」スイッチを『ＯＮ』にすると、供給コンベアとミニコンが同

時に起動します。 

   土が排出されるまでしばらく待ちます。 

 

(7) トレーに土が入り始めたら本機の「搬送」スイッチを『ＯＮ』にします。 

   そのまま続けてトレーを載せ、連続運転してください。 

 

(8) 土詰めされたトレーがオートセンサー部まで達すると、機械全体が停止します。 

   トレーを取り除くと自動的に再スタートします。 

オートセンサーに達する前にトレーを取り除き、効率よく連続運転してください。 

 

(9) 土が足りない場合やこぼれた土の回収が間に合っていない場合は、供給コンベア 

のシャッター開度を調節してください。微調節であれば、搬送速度で調節するこ

とも可能です。『7.5 床土の供給と床土量の調節』『7.3 搬送速度の調節』を参照

してください。 

また、トレーの幅に合わせて振り巾、振り位置を『7.8 ミニコン排出口の振り

巾、振り位置の調節』を参考に調節してください。 
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9. メンテナンス 
          調整は各スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてから 

行ってください。 
 
9.1  供給コンベアベルトの張り調整 
 
(1) ベルトが緩みスリップする時は六角

ボルトを緩め、六角ナットを回して

ベルト張り金具を引張り調節してく

ださい。その際、左右同じになるよ

うにしてください。 六角ナットは

１回転で 1ｍｍ動きます。半回転位

ずつ回して調節してください。 
（注意）張りすぎに注意してください。 

 
(2) 六角ナットと六角ボルトを締めてベルト張り金具を固定します。 
 
  

9.2  供給コンベアゴムカバーの調整 
 

供給コンベアとミニコンの接続部に土

がたくさんこぼれる時は、ゴムカバー

をベルトの表面に軽く押し付けるよう

にして取付けてください。 
 
 

 

 

9.3  供給コンベア残留土の除去 
 

ミニコンから供給コンベアを分離し、底部に溜まっている土を取り除いてください。 
 
 
 
9.4  供給コンベアの水洗い 
 

水洗いする場合は電源プラグをコンセントから外し、モーター及びスイッチへの放水

はしないでください。 
 
 水洗い後は、必ず注油をおこなってください。『9.5 供給コンベアへの注油』参照 
  
 
 

ベルト 

ゴムカバー 

注意 
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9.5  供給コンベアへの注油 
 

洗浄後、駆動チェーン及びローラーの軸受部に注油してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     駆動チェーン及びローラーの軸受部              ローラー軸受部 

（カバーを外して注油してください） 

 

 
9.6  ミニコンバケットチェーンの張り調整 
 

(1) 固定ボルトと六角ナットを緩めて

ください。 
(2) バケットチェーン中央部で「たる

み」が 30ｍｍ程度になるよう

に、チェーン張りボルトで調整し

てください。 
(3) 位置が決まったら固定ボルトでし

っかりと固定してください。 
 
 
 

バケットチェーンのたるみは背面のカバ

ーを開けて確認します。 

 

9.7  ミニコンカバーの取付け・取外し 
注意）カバーを着脱する際は、手や指を挟まないよう十分注意してください。 
 
〈カバーの取外し〉 

(1) 供給コンベアとのジョイントカバー

を取り外します。 

 

(2) クランプのレバーを矢印の方向へ引

き、クランプのフックを外してくだ

さい。 

 

(3) 取手を持ち、カバーを外します。 

 

 

レバー 

フック 

取手 
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〈カバーの取付け〉 

(1) カバーの上部を本体の内側におさまるように挿入します。 

(2) クランプのフックを金具へ引っ掛け、レバーを矢印の方向へカチッと音がするまで

押します。 

(3) 外したジョイントカバーを化粧ねじで取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8  ミニコン回収コンベアベルトの張り調整 

 

ベルトが緩みスリップするような場

合は六角ナットを左右とも同じよう

に締め込んで、張りを調整してくだ

さい。 
六角ナットは半回転くらいずつ回し

て調節してください。 
 
(注意)張り過ぎに注意してくださ

い。 

 

 

 

 

9.9  ミニコン回収コンベアカバーゴムの調整 
 

本体と回収装置の接続部の間に土が

多くこぼれる場合は、カバーゴムを

ベルトの表面に軽く押しつけるよう

にして取付けてください。 
 
(注意)押しつけ過ぎるとベルトがス

リップする原因になりますので注意

してください。 

 

 

 

 

挿入 

カバーゴム 
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9.10  ミニコン残留土の除去 
 

（1）回収装置を分離し、回収口から底部に溜まっている土を取除いてください。 
 

（2）延長口を取外し、延長口及び排出口内部に溜まった土を取除いてください。 
 

 

9.11  ミニコンの水洗い 
 

水洗いする場合は電源プラグをコンセントから外し、モーター及びスイッチへの放水

はしないでください。 
水洗い後は、必ず注油をおこなってください。 

 

 

9.12  ミニコンへの注油 
 

洗浄後よく乾かし、回転部（ミニコ

ン本体軸受部、回収装置軸受部、回

収装置連結部）、チェーンへ十分に

注油してください。 
チェーンへ注油する場合は、側面の

注油口から注油してください。 
 

 

9.13  本機残留土の除去 
 

ホッパー内や搬送部の土は刷毛などでかき落してください。 

搬送ベルトの内側には土が入らないよう注意してください。エアー等で吹き飛ばし

てください。 

 

 

9.14  本機の水洗い 
 

水洗いする場合は電源プラグをコンセントから外し、モーター、スイッチ、コンセン

トおよび制御部へは水をかけないでください。 
水洗い後は、必ず注油をおこなってください。 

 

 

9.15  本機への注油 
 

良く乾かした後、チェーン、スプロケット、コンベアなどの各軸受け部へ注油してく

ださい。 

 

 

9.16  保管 
 

残土除去、注油をおこない、直射日光を避けて風通しの良い場所へ保管ください。 
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10. 搬送モーターの異常とその対策 
オリエンタルモーター㈱製 NexBL ブラシレスモーターユニット BMU シリーズ 取扱説

明書より抜粋（版番号：HM-5138-4） 
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